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1892年, Dr. James A. Naismithによって考案されたBasketball Gameは,過去80有余

年のながい歴史的経過の中で,競技者自身の身体的･精神的諸能力の発達と, Basketball競技に対

する関係者の止めどもない興味の追求,更には合目的･合理的且つ経済的な技術開発等とあいまっ

て,現在の高度に体系化され,興味溢れるスポーツ-と発展してきた　Basketballをスポーツと

して更に発展させ,また体育の中でBasketballを正当に位置づけし,更にその教育的価値を論証

していく場合,多様な研究が必要であるということは言うまでもない｡

然しBasketball競技にまつわる多くの内外諸要素を本質的課題に対時して分析検討しようとす

る試みに関する歴史は比覇的新しい｡また比較的Basketballの研究が進んでいる米国の研究につ

いすら,わが国ではまだ充分に明らかにされていないのが現状である｡

従って,まず米国に於けるBasketballに関する研究を塵史的に概観し,その傾向･内容等の理

解をすすめることが急務であり重要なことである｡

以上のことから本研究は米国Research Quarterly誌(1930年-1949年)に発表されたBas-

ketballに関する研究報告を調査し,その内容･方法等を分類検討することによって,米国に於け

るBasketballに関する研究を歴史的に概観し,その傾向･内容等の理解をすすめることにある｡

ⅠⅠ.文　献　研　究

Research Quarterlyに発表された論文を夫々の専門領域から,文献的に研究しようとする試み

は多い　HunsickerとGreey35) ; HunsickerとDonnelly34) ; Clarke;波多野36)等は筋力の測定

法及び測定用具に関して, John C. MitchemとBarbara Kay, Arsenault32)は人体測定に関す

る評価の問題について,そしてRobert D. Russell33)は保健教育に関して,夫々の立場から研究



162　米国Research Quarterly誌によるBasketfall研究報告の文献的研究(1930年-1949年)第1報

がすすめられ,それらは主に研究の内容分類とその年代的推移及び研究の方法上に関する分析が研

究の意図するところであった｡しかしBasketballに関する研究報告を文献的に研究したものは殆

んど見あたらない｡

III.研究　の　方法

Research Quarterly誌に発表されたBasketballに関する研究報告を文献により調査し,その

内容｡方法等を分類することを具体的な手順とした｡即ち1930年から1949年までの20年間に発表

された論文(31論文)を全て和訳して書き出し,次に研究の内容･方法について,年代別;各研究

領域別にまとめ,必要に応じて図表化した｡

ⅠⅤ.研究の結果及び考察

1.研究報告の内容に関する一般的分類

表1は1930年-1949年の20年間に, Research Quarterly誌上に発表された, Basketballに

関する31論文についての内容を年代的に分類したものである｡

数的にはBasketball Game Analysisに関するものが最も多く,全体の30%を占めている｡

この種の研究は特に活気的なRuleの変更*が行われた1938年以降に集中している｡

次にテスト･測定･評価に関する論文が多く,全体の29%を占めている｡この種の研究は1930

年代に集中しているが,これは1930年　F. W. CozensとJ. F. Bovardの共著; Tests and

Measurement in Physical Education,の初級版についで, 1938年に第二版が改訂され,夫々

の時点に於てそれらが斯界のリ-ダ-的役割を果し,大きな刺激を与えたことに起因するものと思

われる｡事実, Edgren7); YoungとMoser31); Schwartz24); Dyer6　等はその論文の中でこの

著書を参考にしている｡次に生理学的観点から進められた研究は全体の16%で,他に心理学的;保

健衛生学的及び指導法に関連した研究が続く｡しかしこれらは全体の7 %前後で数的には非常に少

い｡

概して,いろんな専門的領域から　Research Quarterly誌に発表された論文は1930年-1949

年の20年間で1200題以上の数にのばが,一方Basketballに関してなされた研究は31である｡ま

たちなみに日本体育学会で, Basketballに関して発表された論文(昭和25年～44年の20年間に

発表されたもの) 138題**-内容としてはKmesiology;指導法に関するものが多い｡ -と比

較しても,この間に発表された論文がいかに微少であるかが理解できよう｡

これは,当時,研究者が少かったこと,研究手段としての実験装置が現在のように開発されてい

なかったこと等に起因するところが大きいが,研究報告の内容に関する分類からも明確な如く,技

* Center Jump (ゴール如における)の廃止と10秒ルールの適用｡

串*谷村辰己,体育学研究文献目録,不味堂,昭和45年　p. 554-61｡

>　　*
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表1　研究報告の内容に関する一般的分類
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(+9)は研究内容に重複が有る｡

術･競技力の改善･向上を意図した動作分析(Kmesiology)に関する論文が皆無であったという

･ことにも原因があると考えられる,これは裏を返せば, Basketballを専門的な立場に立ち,科学

的に究明しようとするProperなBasketballの研究者が少かったということ,更に,当時の研究



藤　　島　　仁　　兵　　　　　　〔研究紀要　第25巻〕　165

が運動の起り得る要因についての究明;運動のPatternを中心とした技術分析,即ちKinesiology

に関する研究に殆んど目が向けられていなかったこと等によるものと推察される｡

2.研究報告の研究手段に関する分類

表2はResearch Quarterly誌に発表された31の研究論文に於ける研究手段について分析し

た結果である｡研究の手段が複合されて取り扱われた論文がかなり多く見受けられるが,全体的に

はテスト･測定及び観察を手段としたものが最も多く,次に実験; ㌧比較研究等が続く｡

これは前述した研究報告の内容に関する分類の所で明らかにしたように,研究の内容がテス】ト･

測定及びGame Analysisに関する論文が多かったことから当然の結果といえよう｡

テスト･測定を研究手段とした11の論文の大半はBasketballに関するTest Batteryの作成

とそのテストの信頼性･妥当性6)7)ll)23)24)26)27)31)を統計的に吟味したものであった｡

Test Batteryの作成は非常に重要であるが,それだけに多くの問題をかかえている｡完成され

たTest Batteryが果して,その競技の中核的技術又はゲームの能力(総合能力)を把握するの

に妥当なものであるかどうか,技能の発達段階に適したTest ､Batteryであるかどうか等が当面の
l

問題であるが,特に前者の妥当性に関する問題は重要である｡しかし報告されたこれらの論文の妥
r

当性に関する検討は極めて単調であり,従っていろんな角度から見た妥当性(内容的妥当性;主観

評定による妥当性;妥当化されたテストの相関による妥当性;総当り成績による妥当性;生徒相互

間の評定よる妥当性)の検討がなされ, Test Batteryを確実で有意なものに作りあげる必要があ

ろう｡またTest Batteryは特定の集団に対する適用にのみとどまらず,性差･学年差夫々の

Levelの為に効力を発揮し得るテストの規準を作成することも今後の問題として重要であろう｡

次に観察を研究の手段とした10論文のうち, 5つの論文は追跡的研究13)17)18)19)20)で, Messer-

smithやCorey等によって開発きれた電気衝動計算装置*を利用し,プレイヤーのプレー中に動き

回った距離を測定したものであり,その装置の信相性は0.90以上と述べている｡しかしこの測定装

置による観察法の問題は,追跡の方法(敏捷に,連続的に動き回るプレイヤ-を観察して,即座に

プレイヤーを測定板上に追跡していくこと)に存在するように思える｡

しかし当時としてほ, Miner; Hodgson; Espenschade等が行ったプレーの観察法**と比較す

れば,遥かに正確な方法であったといえよう｡

その他の観察法としては26項目からなるプレイヤーのゲーム中に於ける動作の分析を,チェック

リストを作成して行ったもの8);実際にプレーした時間と中断した時間及びそれらの内容をチェッ

クリストとストップウォッチを併用して分析したもの9)10)等がある｡

しかしこれらはいずれも,刻々としかも速いテンポで展開されていくプレーを,瞬間的に,正確

*縮少され食刻されたバスケットボールコートの金属床に乾電池を直列に針金でくくりつけ, 1/2inchの間隔

で絶縁した小さな真ちゅうの追跡輪で2feet間隔で区画された正規のコート上を動き回るプレイヤーを金属

床上に追跡する装置｡

**ボール紙に縮少されて描かれたコート上に,プレイヤーの動く距離を鉛筆で追跡する方法.
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にしかも適確に判断しチェックすることが可能であったか,極めて問題が多いところである｡

現代におけるVォT.R: 8mm; 16mm映画等の開発は,プレーが再生され,しかもスロー,

ストップが可能なことから,これらが動作分析に貢献するところは甚大である｡

次に実験を手段とした論文は7つあるが,その大半が生理学的方面からの研究であった｡また年

代的にこれらを概観してみると, 1940年代に,その数が多くなる傾向を示した｡しかし実験で使用

された実験器具及び資料蒐集の方法は現在に比較すると簡素で若干の問題を含んでいる｡

研究手段として比較研究が利用されたものに8つの論文があるが,この場合の比較研究は,或る

論文と同じ領域について研究がなされた論文との比較を意味するのでなく,一つのテーマ内に於け

る或る因子と他の因子との関係を検討したものが大半である｡従って表2中の数字が示すごとく,

研究手段の中心は②に見られる比較研究以外の項目に存在することになる｡

表2　研　究　手　段　の　分　析　結　果

､､･ rl
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*表中の数字に○印は中心となった研究手段の順位を表わす｡

3.研究の内容別にみた研究結果の分類

A･指導法を内容とした研究結果　　　　Basketballの技術指導を研究の内容とした論文は2

題あるo Andersonは視覚的援助*がシュ-トカに及ぼす効果について分析し, Crossは三つの指

導法(全習法･分習法　Minor Game法**)が技術の向上に及ぼす影響について検討している｡

Andersonの結果は,何らかの視覚的援助を与えることが,初心者のシュート力向上の為の一要素

となり得るということを示唆している｡

一方Crossの結果は,単調な一つの技術,例えば正確投�"SpeedPass�"StartとStop　等のよ

うなものは全習法に於いての効果が著しく,最も複雑な技術, DribbleとShot; Shotの妨害;

Ballの獲得とShot等ほ分習法に於いて,また中間的複雑性を有する技術, Shot; Footwork;

JumpとReach等ではMinor Game法に於いての効果が著しかった,と報告している｡しか

し,この論文に関する問題は,まず指導法の効果の相違を検討するテスト項目が要素的な技術のみ

に終始していることである.ゲ-ムがチームメ-トの協力という全体的流れの中で展開される以

上,また技術指導に於ける最終的目標は個々の個人技術の上達ではなく,ゲーム能力の育成にある

ことからして,テスト項目もその流れに沿ったものを工夫する必要があろう｡次に問題になる点は

テストの信頼性に関するもので,指導前後,夫々一回だけのテストでは偶然性が考えられ,熟考を

要するところである｡

* Back Boardに狙いの目標としてMarkを入れる｡

**他の種目のゲームを中心とした指導法｡
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表　　Test Battery　の　項　目

者
莱
対

B.テスト･測定･評価を内容とした研究結果　　　　テスト･測定･評価を研究の内容とした
~~~~~~~~ ~~ ~~~ I                                                                                                     ___   _    _ _                 ■

論文は9題ある　Test Batteryの作成とテストの信頼性･妥当性を検討したものにGlassow et

al; Dyer etal; Young and Moser; Edgren; Hinton等の研究がある｡ Mathews, D. K.*

によると体育テストに於いては妥当性0.70以上,信頼性0.80以上が秀れたテストとして必要であ

ると述べているが,その基準に従って,表3に掲げられた信頼性･妥当性係数を検討してみると,

単一テストでは十分でないものがいくつか含まれている｡特にGlassow等が行った妥当性は全体

的に低い｡このように個々のテストに関する信頼性･妥当性は, Mathewsの基準に照し合わせる

* Mathews, D. K., Measurement in Physical Education. Philadelphia. W. B. Saunders Co, 2nd
● Ed.1963,

ぐ､り
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と　そ　の　信　頼　性･妥　当　性

と,完全ではないが, Test Battery　としては, Dyerの報告では信頼性0.90;妥当性0.89-

0.90, Youngと　Moserの結果では信頼性0.89-0.90;妥当性0.86と高く,従ってテストとし

て十分に利用できるとしている｡

次に信頼性･妥当性の決定方法としては,前者はTest Re-Test法が最も多く,後者では主観的

評定に分類できるものが最も多かった｡またRound Robin方式によるもの;ゲ-ムの平均得点と

テストとの相関によるものもあったが,その数は非常に少い｡

次にHmton; Edgren等は既成のTest Batteryと一般的運動能力･形態･基礎的体力等との

関係を分析したものがある　Hintonの結果によるとTest Batteryと肺活量;背筋力及び腕力と

の間には積極的相関が認められ, Test Batteryと　Roger's Strength Index Test　との間には
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0.81の高い相関を兄い出し,これらはBasketballの能力を予想するのに重要であるということを

示唆している｡またEdgrenも　Test Battery　と一般的運動能力間で0.25-0.76;現実プレ-

と一般的運動能力の間で0.73-0.77というかなり高い相関を兄い出している｡

他に, Schwartz; Snell等が行った知識テストの作成, Schwartz; RussellとLange等が行

ったAchievement Scale Scoreの規準化等に関する論文があるが,知識テストに関してはテス

トの項目(ル-ル･競技の運営法･プレーの種類とその方法etc)の記述がなされているにすぎず,

Achievement Scale Scoreの基準も,特定の集団に対する結果のみを網羅しただけである｡

扱て,いままで述べてきたように,いろんな角度からBasketballのTest Batteryが検討され

てきたが,研究者から,テスト項目として最も多く採用されたものは``　　とReach,,で,つづ

いて``Bounce Shot,また``Ball Handling; PassとCatch; Wall Passw等が更につづく｡果

してこれらのテスト項目がBasketball技術の中核として代表され得るものなのか,また流動的で

しかも複合されたゲームの能力を判断するのに適合したものであるのか,疑問を有するところだ

が,前述したようにテストの信頼性･妥当性更には測定の簡単性･経済性等がこれらのテスト間に

予想されるので,一応妥当なものとして考えられよう｡重要なことは,これらの研究をあしがかり

として,更に巾広い階級に適用可能な,しかも技術の中核をおさえ,ゲーム能力を的確に代表し得

るテストを作成するための一層の研究が必要である｡

C･生理学的内容に関する研究結果　　　　Basketball競技がプレイヤーに与える生理的特徴

を究明した論文は5題ある｡そしてその特徴の把握は,全論文が何らかの形で循環機能系に関与す

るものであった｡

ScottとMathews25)は1quarter (8分間)のゲーム後に於ける脈縛の回復率とそのゲームが

他の身体機能に及ぼす効果について分析したが,何ら特筆すべき結果は得られなかったと報告して

いる｡これは各身体機能を測定する際,ゲームの終了から測定迄のIntervalの長さ(本実験では5

分間)に問題があったように考えられる｡

Bell2　は一定期間に於けるBasketballの練習が75ヤード; 150ヤード; 300ヤード走に与える

効果について分析し,その結果持久力の改善は300ヤード走に於いて顕著で,その改善はスピーバ

の向上より持久力の影響が強かったと報告している｡

Olds2　はBasketballが循環器系に及ぼす効果について, McCurdy-Larson Organic E氏･

ciencyTest (ィ.座位での心臓弛緩圧,ロ.一定の運動後に於ける20秒間息こらえ,へ　立位に

於ける平常脈縛と運動2分後の脈縛との差,こ.立位に於ける脈圧,ホ.肺活量)から分析した｡

その結果,各項目に,最初のテスト得点と,一定期間のBasketball練習後に於けるテスト得点と

の間には有意な差が認められ,練習後に改善される｡特にそれは座位に於ける心臓弛緩テストで顕

著であったと報告している｡

次にHodgsonは1936年と1939年の2回に亘って, Two-Court; Three Court Basketball

の練習とゲームが循環器系にどのような影響を及ぼすか分析がなされた｡

yWl′
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体重　kgに対する総酸素負債は　Two･Court Basketball　で　0.032-0.06g; Three Court

Basketballでは0.25-0.80gであり,それが運動前の水準に到る迄の回復時間は,いずれも15分

から60分を要している｡またPosition別にはFowardはGardより一般的に高い値を示した｡

これはFowardがGardに対比して,より大きな運動量を必要とする　Positionであるというこ

とを暗示している｡

最大血圧は休息の水準に対比し, Two-Court Basketballに於いて17-97mmHgの増加で,

130-200mmHgまであがり,一方Three Courtでは27-65mraHgの範囲で増加し, 127-

175mmHgに達した｡そしてその回復にいずれも2-60分の時間を要した｡脈樽は運動後1分間

に於いてTwo･Court Basketballで40-97, Three-Court Basketballでは50-84の範囲に

あった｡そしてその回復に,前者で最低25分;後者で23-60分の時間を要した｡つづいて,これ

らの結果からゲーム間の此戦がなされたが,測定された項目に関しては明白な差違は認められなか

ったと報告している｡

以上述べてきたようにBasketballの練習あるいはゲームが人体の循環器系に与える影響は大き

い.従ってBasketballがそれらの発達に対して望ましい刺激となり得ることは明白だが,重要な

問題はHodgsonの研究結果が示すように,生体反応の個人差が非常に大きいということである｡

従って,教育的･保健的観点からBasketballを思考した場合,この個人差に関する認識を的確を

把握し,研究め方向もこの線に沿ったものが多く取り上げられてゆかねばならないであろう｡

D.心理学的内容に関する研究結果　　　　Basketballに関する諸要素を何らかの形で心理学
I- I          ~~~                      -                                                                      ___

的方面から分析しようとした論文は極めて少い｡またここで取り上げられた論文が純粋に心理学的

研究領域に含まれ得るか,という不安は残るが,結果的に次の四つの論文をこの領域に関する論文

として取り扱った｡ Digiovanna4　は1931年に姿勢と　Skill Testとの関連について分析し,姿勢

と100ヤ-ドダッシュ;走り巾跳;立ち巾跳及びPush up等との間に於いて,ある程度の相関は

認められたが, BasketballのFree Throw及びPassの正確性との間に相関は認められなかっ

たと報告している｡

一般に技術が複雑化すれば,その技術に関与する要素もまた複雑多岐となり,従って一つの要素

のみによって関係を求めようとすることは問題が多い｡ここで取り扱われたテスト項目は以上のよ

うな角度から眺めれば, Basketballに関するテストに於いて,技術的複雑性が認められ,従って

前述したような結果となったものと推察される｡

また1943年にDigiovanna5)はBasketball Playerの身体的構造と機能の特徴についても研

究を進めている｡その結果, Basketball Playerは他のスポーツ集団に比較し,機能的側面に於い

ては脚力･瞬発力;形態的側面では体重･身長･座高･脚長･肩巾･胸の厚み･腕長等が大で,梶

って概して長青の発達が著しく,瞬発力が優れていると報告している｡これらの項目はBasketball

に必要な身体的資質として注目できよう｡

次にTussing�"28)はBasketball競技後に於ける視力の変化について分析し,運動前の左眼の視
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力に比較し,運動後に於ける同眼の視力は鋭敏さを増し,その理由づけとしてBasketball競技が

多方面に亘って眼を使用することを挙げているが,右眼にはその傾向が認められなかったこと,普

たBasketballと同様に多方面に亘り眼を使用するFootball選手に於いては,視力の増加は認め

られず,むしろ逆に鈍くなった,というような結果からして,この結果に対する理由づけは適切な

ものとは考えられない｡しかし運動による生体の興奮･疲労等が視力に対して何らかの影響を及ぼ

すことが推察されるため,発展的研究が必要であろう｡

E.保健･衛生学的内容に関する研究結果　　　1944年Wake丘eldはBasketballの経験と
~~ ~~~~~        -                                I                                I  I I           ~~~~                         _

死亡率との関係について調査したが, Basketballの経験と死亡率;死因の特徴等に関して,何ら

特筆すべきものは見当らなかったと報告している｡しかし,激しいしかも長期に亘るTrain血ngが

生体に対して,場合によっては惑い影響を与えるかもしれない,ということは容易に推察されるた

め,この種の研究はむしろ将来の研究として発展させていく必要があろう0

F.ゲーム分析を内容とした研究結果　　　　Game Analysisを研究の内容とした論文は比較

的多い　Messersmith et al16)17)18)19)20)は1931, '38, '39, '40, '44年に; Miner et al21)は'40

年に,夫々プレイヤーがゲーム中に動き回った距離について追求した｡

綜合的活動範囲はル-ル変更*前に於いては2.25-2.50マイルで,変更後は3.87-3.97マイル

とその範囲が拡大され,活動量が増大していくと報告している｡これは大学の二部のチームの結果

であるが, Big Ten Playerの動いた範囲はル-ル変更後に於いて3.46-3.89マイルで両者間に

差は殆んど認められていない｡また綜合的活動範囲を前後半別に比較検討しているが,有意な差は

認められていない｡次に綜合的活動範囲をPosition別･攻防別に言及しているが,まずPosition

別には, Gard (男子: 7720フイ-ト,女子: 3794フィート), Foward (男子: 14218フィート,女

チ: 6610フィート)と男女共にFowardの活動範囲は大きい｡また男子と女子を比較した場合,

男子の活動範囲は女子のそれのおよそ2倍程度である｡次にOffenseとDefenseの綜合的活動範

囲を比較した場合, 7808フイ-ト: 4554フィートとOffenseがより多く動いているという報告をし

ている｡

このように,ル-ルの改正はプレイヤ-の活動範囲という一つの現象を捉えても,それが影響を

及ぼすところは大きい｡しかし,プレイヤ-が動く距離は相手の戦法と味方の戦法両者の相対的関

係によって大きく異なる｡従って資料の蒐集･分析はこの点を踏まえる必要があろう｡またプレイ

ヤーが動いた距離の羅列にとどまらず,その内容･質的観点からの追求が,その後に於ける指導の

指標を明らかにしていく上で必要であろう｡

Fish9'ほ高校女子･大学女子に対するTwo-Court BasketballとThree-Court Basketballの

効用性を検討したが,高校女子に対してはThree-Cout;大学女子に対してはTwo-Courtが,夫

々望ましいと報告している｡またMiner24)による技術的に未熟なプレイヤ-はThree-Courtが

*前掲, Pp2.

^?*;
､･. tl
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Two-Coutより活動的であったという結果からしてFishの結果は肯定できよう｡しかしFishが

行った効用性の検討はプレーの内容･質からの検討が中心であった｡我々はこの技術的要素を中心

に押えながらも,生理学的観点から,研究を進めていく必要があろう｡

次にFrigardl　はルール変更前後に於けるプレ-の差違について分析を行った｡ "実際のプレ-

時間"に関しては,ルール変更前後間に差は認められず,しかし"中断の時間"ほセンタージャン

プが除去された,ル-ル改正後に於いて多くなるが,その理由として,シュート成功後,コ-ナ-

からのスローインでプレーが再開されることにあるということを示摘している｡また中断の内容と

してはOut of Bounceが最も多かったが,ルール変更前後間のゲーム方法の違いによる差は認め

られなかったと報告している｡

ElbelとAllen8'ほ更に詳細にゲーム中に生じたいろんなPositive Play, Negative Playにつ

いて調査した｡その結果,勝者はField ThrowとFree Throwのチャンスが多く,しかもその

確率が高いこと, Offensive Rebound, Defensive Rebound両者の獲得が敗者に比べ高いこと,

PassとCatchの回数が多いこと(これはよくPassが回っていることを暗示する),またViola･

tion, Faulが少いこと等をあきらかにしている｡これらは勝利を導くための重要な要因として注目

されよう｡

しかし,ゲームの分析に関する研究は前述したように,その資料蒐集の方法に於いて酸味さが考

えられる｡もっと重要なことは,どういう目的のためにその研究が必要であるのか,即ち研究の結

果がその後の指導に価値あるものとして反映してゆかねばなるまい｡従って分析の観点もこの点を

踏まえて工夫してゆく必要があろう｡

Summary
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This study was made to analyze the content found in Basketball research

Articles published in the Research Quarterly for the years 1930 to 1949 in U.S.A.

This study was limited to reports published in the twenty years concerned

speci丘cally with Basketball.

According to the analysis of the Data, it is apparent that research reports on

Basketball have the most Articles which produce Test-Battery through reliability

and validity and concerned with game analysis. But these researches have many

methodological problems.

These results of investigation, however, are of great use for the research

of Basketball in future.
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